






































要約： 

昭和 59 年度に厚生省が思春期保健対策の一環としての健全母性育成事業をスタートして

以来、全国各地で思春期への関心が急速に高まっている。思春期の子ども達を対象とした

個別相談、電話相談に加えて、思春期の子を持つ親のための教室、子育て経験の乏しい子

ども達の体験学習など、思春期をテーマにした母子保健事業が積極的に行われている。ま

た平成 4年度からは小学 5、6年生を対象として性教育が実施されることもあって、性教育

を含めた思春期への対応をどうすべきかという議論が、地域全体の問題として起こってき

ている。従来から本事業の実施上の大きな課題となっていた、保健所、市町村、学校との

連携について、必要に迫られての前向きな検討がなされつつあり、思春期保健事業の新た

な展開が期待される。 

本研究は平成 3年度が最終年度に当たることから、平成元年度から 3年間に渡って、全国

都道府県で実施してきた健全母性育成事業を継続的に調査した結果を踏まえて、現状の問

題点を明らかにすると共に、今後のあり方について検討することとした。 


